ク スピア は 何 国の 人間で あるかな どと いふ こと を 少し 

も考 へずに、 た > も うわれ われの シェイク スピア だと 

いふ 風に 思って、 なつかしみ を 感じた ので ありました。 

御 註文の 「フランス における シェイク スピア」 とい 

ふやうな ことに ついては、 さしあたり 纏まった 知識 も 

持 合せて をり ません が、 折角のお 需 めです から ざっと 

した 御 報告 を 試みようと 思 ひます。 

まづ、 シ ェ イクス ピアが どうい ふ 風に して フランス 

に 入って 来た かとい ふこと これ は、 今日で はもう 

可な りはつき りして をり ます。 フランス では、 十七 世 

紀 までに は、 シェイク スピアと いふ 名前 は、 ほんの 一 



人 か 二人の 人の 書いた ものに 遺って ゐる だけで、 偉大 

な 劇詩 人と して は、 全く 紹介され てゐ なかった ので あ 

ります。 この 一人 か 二人 は、 しかしながら、 非常に 英 

国の 芝居に 通じた 人でした。 二人とも、 久しく ィ ギリ 

スに往 つて をり、 帰国して から、 その 見聞 を 発表した 

のです。 一人 は Saint-Aman、 もう 一 人 は saint- 

Evremont です。 いづれ も、 英国の 劇 を 紹介し ました 

が、 作者と して は ベン • ジョン ソン を 主として ゐ ます。 

シェイク スピアの 名 は 挙げて ゐ ません。 殊に サン テヴ 

ル モン は、 ウェスト ミンスク ァに 長く ゐて、 非常に 芝 

居 を 沢山 見て をり、 そして ベン. ジョン ソンの 作を激 



賞して ゐ ますが、 シェイク スピアに は 一 言 も 触れて ゐ 

ません。 但し 或 人の 調べに 依る と、 中に 「作者 不詳」、 

I つまり 歌で いふ 「読 人知らず」 —— の 古い 戯曲が、 

当時 ロンドンで 上演され てゐ たこと を 書いて をり、 さ 

うして それ はべ ン • ジョ ン ソンの 作に 比する に 足る 立 

派な 作品 だが、 た、 V 非常に 冗長で、 無駄が ある、 その 

無駄 を 刈り取って しまへば、 なかなか 立派な 芝居に な 

るの だが、 とい ふ 風な、 簡単な 説明が 添へ て あるので 

す。 で、 或 人 は 言 ふので す、 恐らく サン テヴル モン は、 

当時 まだ 作者 名 不明の シ ェ イクス ピアの 作品 を 嗅ぎ 当 

てた のではなかった らう か、 すると、 彼れ こそ シ エイ 



ク スピアの 最初の 紹介者で は あるまい かと 言って をリ 
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ところが、 こ、 に Nicolas-Clement とい ふ 人が あ 

ります。 この 人 は 十七 世紀の 王宮の 図書館の 司書で あ 

りまして、 沢山の 力— ドを 作って ゐ ますが、 その 力— 

ドの 中に シェイク スピアと いふ 名前が 見えます。 そし 

て その 説明と して、 イギリスの 劇作家、 非常に 生気に 

富んだ、 力強い 作品 を 発表した が、 その 中には 可な り 

粗野な 惨虐な 部分が あって、 フランス 人の 嗜好に は 適 

しない、 云々 と 書いて あるので す。 以上が まづ 十七 世 

紀 における シェイク スピアに ついての 紹介です。 まだ 



もう 一 人あります が、 それ は 略します。 

とい ふ 風で、 十七 世紀に 於て は フランスで 殆んど 

シェイク スピア は 知られなかった といって い、 のです 

が、 十八 世紀に なると、 シェイク スピアの 偉大 さ を 十 

分に 一 般に 徹底 させた 文学者が ありました。 これ は 御 

承知の 『マノン • レスコ ォ』 の 作者 Abb§-Pr6vost で 

す。 彼 は シェイク スピアの こと を その イギリス 滞在中 

の 感想 記 "Le Rmr et le contrp 中に 書いて ゐ ます。 

この 書名 は、 イギリスに はい、 ところ も あれば 悪い と 

ころも あると いふ やうな 意味で、 「英国 是非」 とで も 訳 

しませう 歟。 それ は 一七 三 三年の ことです。 その 翌年、 



例 の Voltaire が 、 —— シ ェ イクス ピ ァを大 速力 で 読ん 

だものと 見えまして —— 、 矢継早に シェイク スピア 評 

論 を 書き 始めました。 で、 フランス 人 一般が はじめて 

シ ェ イクス ピアに 注意 を 向ける やうに なりました。 

ヴ オル テ— ルは、 御 承知の やうに、 文学的に もまた 思 

想 的に も、 一種の 革命家で ありまし たから、 その シェ 

イクス ピア 紹介の 勢 ひ は、 いはば 今日の 新人が マルク 

スを 日本に 紹介す るのに 似て ゐ たらう と 思 ひます。 彼 

れの シェイク スピアに 関する 解釈、 理解に 対して は大 

分 問題が あります が、 とにかく 彼 は 口 を 極めて シ エイ 

ク スピア を賞讃 して ゐる のです。 そして 自分 もシ エイ 



ク スピアの 作に 摸して、 多くの 脚本 を 発表した のみな 

らず、 おれ はシ ェ イクス ピアから 影響 を 受けた と 自白 

しても ゐ るので す。 そして ヴ オル テ— ルす らも シ エイ 

ク スピアの 影響 を 受けた と いふ こと は フランス の 舞台 

芸術に 一 種の 革命 を齎 した 所以であります。 

ヴ オル テ— ル についで Ducis (デュシス) とい ふ 作 

者が、 シェイク スピアの 翻案 をし きりに 始めました。 

「ハム レット」、 「ロミオと ジ ユリ エツ ト」、 「リャ 王」、 

「マクベス」、 「オセロ—」、 かう いふ ものが どんどん 翻 

案と なって フランスの 舞台に 現 はれました。 その後、 

一 七 七 六 年に Letourneur とい ふ 人が、 シェイク スピ 



にしませんでした。 当時の 批評家 達 は 挙って ヴ オル 

テ— ルの 変節 を 怒った ので ありました。 

が、 この 「変節」 について、 最近 おもしろい 意見 を 

発表して ゐる 一 学者が あります。 それ は Emile 

F^aguet とい ふ 劇評 家 兼ァカ デミ ィ 会員です。 (もう 亡 

くな りました が) この 人 は その 一 著の 中で、 右の 「変 

節」 について 弁護 をして ゐる。 自分 は 一体 ヴ オル テ— 

ルが 非常に 好きで、 いつでも 彼のた めに は 弁護の 地位 

に 立つ 者 だが、 右の 「変節」 問題に ついても 一言 弁じ 

たいと 前提し まして、 ヴ オル テ— ルは シェイク スピア 

の 第一の 紹介者と して 功労が あるの みならず、 シ エイ 



ヴ オル テ— ルは、 その ル トル ヌ ウルに 対する 反感から、 

シ ェ イクス ピア を 同時に やつ つけたん だとい ひます。 

これ は 甚だ ヴ オル テ— ル らしい、 天才 的な 態度で あつ 

て、 われわれ は 到底 まねる ことが 出来ない とい ふこと 

を、 ファゲが フランス 式の 諧謔 まじりで 書いて をリま 

十九 世紀に なって は、 例の stendhar が、 一八 二三 

年に 「ラシ— ヌと シェイク スピア」 とい ふ 題で 一大 論 

文 を 発表して ゐ ます。 彼 は フランス 劇壇で は 神の 如く 

祀リ 上げられて ゐる ラシ ー ヌをシ ェ イクス ピアに 較べ 

て、 今日 われわれの 学ぶべき は シェイク スピアで ある、 



今の 人間の 心 を 写す 上から も、 今の 劇場 を 通して 民心 

に 想へ る 上から も、 もう ラシ ー ヌ ではい けない、 すべ 

からく シ ェ イクス ピアに 学ぶ ベ き だと い つて ゐ ます。 

この 論 は 一八 二三 年に 出版され ました。 と、 一八 二 七 

年に 英国から 一 劇団が 来て、 パリで 公演し ましたが、 

その 上演 目録 は殆ん どす ベて シ ェ イクス ピアの 物で あ 

りました。 この 中には、 例の イギリスの 名優 wean、 

それから tcemble、 それから Smithson とい ふやうな 

人が をリ、 そして パリで 上演した のです から、 単に フ 

ランスの 劇団の みならず、 文壇、 延 いて 一 般 民衆 間に 

も 非常な セン セ イシ ョ ンを惹 き 起しました。 当時の 劇 



当時の フランスの 浪曼 派の 詩人 達 は、 イギリス 乃至 

ドイツの 詩 風に 動かされて ゐ たのです が、 シェイク ス 

ピアに は 特に 傾倒して ゐて、 Alfred de Vigny の 如き は、 

「オセロ—」 や 「ヴェ ニス の 商人」 を 翻訳して をり、 

Alfred de Musset —— これ は 今日 フラン ス の 劇作家 

として 代表的な 作家であります が —— これ もや はり 

シ ェ イクス ピアに 負 ふところが 非常に 多い ので ありま 

す。 ミュッセの 書いた 物に は 必ず シェイク スピアの 名 

前が 出て 来る。 で、 ミュッセ は、 十七 歳で 文学者に な 

らうと 志望し、 宣言の やうな 物 を 書いて ゐ ますが、 そ 

の 中に、 俺 は シェイク スピアたら ざれば シ ルレ ル たら 



セの 口— レンスと いふ 人物と 実によ く 似て ゐ るので す- 

それ から 降って は、 Dumas fils —— 枠の デュ ー マ I 

I 「椿 姫」 を 書いた デュ ー マ —— がまた 「ハム レット」 

の 翻案 をした。 この 翻案 を、 フランスの 当時の 第一の 

悲劇 役者 Mounet Sully が、 四 回まで も 上演して、 一 

回 毎に ますます 立派な 演技 を 見せた とい ふ 記録が あり 

ます。 また 当時、 FrangoisHugo とい ふ 人が、 シ エイ 

ク スピアの 全集 を 翻訳して ゐ ます。 

二十世紀になります と、 —— 十九 世紀に おける シェ 

イクス ピア 熱 は、 十九 世紀末の 自然主義 運動で ゃゝ影 

を 潜めた のです が —— 再び 盛り返して 来た。 それ は 例 



の Antoine が 自由 劇場 運動 を ひと 先づ打 切って、 アン 

トヮヌ 座で 従来と はや ゝ 傾向 を 異にした 戯曲 を 取り あ 

げ ましたが、 その 時 「リャ 王」 が 上演され たのです。 

今迄の フランス における 「リャ 王」 の 上演 は カット だ 

ら けの もので あつたが、 この 時の は シェイク スピアの 

原作 通りでした。 翻訳者 は ピエ— ル • ロチ ー。 この 上 

演は アン トヮヌ が 自分の 記録の 中に 書いて ゐ ますが、 

大成功。 この 場数の 多い 戯曲 を、 前後の 幕に 仕切って、 

小さな シ — ン は 幕 前で やり、 幕が 上が ると 奥に 別の 舞 

台が 出来て ゐ ると いふ 仕掛け。 間に 十五 分の 幕 あ ひの 

時間 を 二つ 置いて やった。 エミ— ル- ファゲが その 批 



ャ王」 は シェイク スピアの 中の 駄作 だ、 なるほど、 と 

ころ どころ い、 ところ も あるが、 要するに 一個の メロ 

ドラマた るに 過ぎない、 この 作者 は、 一方で、 世界中 

の 誰も 真似の 出来ない やうな 物 を 書いて はゐ るが、 「リ 

ャ王」 だけ は 誰に でも 書け る、 俺に でも 書け ると 云 は 

ん ばかりな 顔 をして ゐ ます。 

それから 二十世紀の フランスの 新劇 運動で は —— 既 

に 御 承知と 思 ひます が、 例へば、 Gamier とい ふ 役者 

は、 「じゃじゃ馬 馴らし」 「ヴ エニスの 商人」 等 を やつ 

て をり、 例の ヴィュ —• コ ロン ビエの コ ポオ は、 「冬の 

夜話」 や 「お 気に 召す ま、」 等 を やって ゐ ます。 この 



一 一人 は フランスの 最近 演劇の 中心人物であります が、 

一 一人と も 大のシ ェ イクス ピア 党であります。 

次ぎに、 注意すべき は、 かう いふ 演劇の 実際 運動に 

携 はって ゐる 人達 ばかりでなく、 文学者 間に も、 以前 

にも まさる シ ェ イクス ピア 熱が 勃興して ゐる ことです _ 

まづ 第一 に、 Andr6 Gide —— この 人 は、 シェイク ス 

ピア 党の 親方と いっても い、 位で、 その 評論 中に シェ 

イクス ピア を 讃美して ゐる ばかりでなく、 「アン トニ — 

と クレオ パ トラ」 や 「ロメオと ジ ユリ エツ ト」 を 翻訳 

し、 なほ 幾つかの 自作 脚本 —— 例へば 「サュ ル」 或は 

「ゥヂ ィプ」 などの 中に も 極めて 濃 11 子な シェイク スピ 



フランス 人と 一概に 申しても、 中に いろいろな 性格の 

人間が ありまして、 その 感受性に も、 想像力に も、 等 

差が あります。 但し フランス 人の 著しい 性癖 は 不自然 

を 嫌 ふとい ふこと と、 物 を先づ 分析して か、 ると いふ 

ことです。 この 二つの 性癖が、 シェイク スピア を 十分 

に 理解し、 味 得する 上の 一 つの 妨げと なって ゐる とい 

ふこと はほゾ 想像し 得られる のであります。 ェ ミ— 

ル- ファゲに しろ、 或 ひ は Lemaitre とい ふやうな、 い 

はば 非常に 悧巧な、 頭の ぃゝ 批評家で さへ も、 シ エイ 

ク スピアの 殆んど 三分 通り はわから なかった やうな 批 

評 をして ゐ ます。 例の ゲ— テが 言って ゐ ます やうに、 



シェイク スピア は 次第に われわれの 眼前に その 作品の 

神秘な もの を 展開して くれる ので あるが、 そもそも 作 

品の 何処に その 謎の 言葉が あるかと いふ こと は 容易に 

明言が 出来ない のです。 フランス 人 は その 何処に 謎の 

言葉が あるか 容易に 言 へない のが もどかし いのです。 

そして、 その もどかし いのが フランス 人に とって は禁 

物な のです。 フランス 人 はどうい ふ 微妙な ことで も、 

明言し なければ 承知し ない。 言 ひ 表 はさなければ 承知 

しない。 また 言 ひ 表 はせ ると いふ 確信 を もって ゐる。 

そして、 その 自尊心 を 甚だ 傷つけ るの が シェイク スピ 

ァの： &品 であるの です。 で、 ジェ ミエ は 言って ゐ ます、 



ない。 ところが、 坪 内 先生の 名訳が 早く 出た 為 か、 研 

究 的ない、 訳 も 別に ある こと はあり ますが、 更に 違つ 

た 立場から、 深く 作品の 精神 を 探らう とする 翻訳者が 

あまり 出ない やうな 現状で あるの は 遺憾です。 あまり 

名訳の 定評が できすぎて その為に 後の 人が 多少 憚 つ て 

手 をつ け かねて ゐる とい ふやうな こと も 一 の 理由で あ 

らうと 思 ひます が、 思 ふに この シ ェ イクス ピア 協会 設 

立の 御 趣旨 は、 寧ろ 坪 内 先生の 名訳 をして 日本に おけ 

る 定訳たら しめない とい ふやうな ことに も あるので は 

ないで せう か。 どうか、 シェイク スピア 協会 は 将来に 

於いて 益々 シェイク スピ ァ熱を 日本で 煽つ ていた、 V き 



たい。 そして 日本で も かの ジェ ミエが 後の 時代に なつ 

てこ そシ ェ イクス ピアの 新しい 姿が 解る と 言った、 せ 

めて その 一 部分 をで も われわれ 日本人の なかで 発見す 

る 人が 出て 来る日の ある やうに と 期待す る 次第で あり 
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昭和 六 年 四月 日本 シ ェ イクス ピア 協会の 主催に 

かゝる 講演会の 速記で 同 会々 報 第二 号に 載った も 

ので ある。 
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